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　今回は、来年の茨城国体で
「鹿嶋キッズ応援団」として演
技を披露する、鉢形ジュニア
新体操スポーツ少年団の指導
者の方にお話しを聞かせてい
ただきました。

ジュニア新体操
×

市 議 会

新体操の
　　妖精たち

議
鉢
形
ジ
ュ
ニ
ア
新
体

操
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

を
立
ち
上
げ
た
き
っ
か
け

を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

き
っ
か
け
は
︑
神
栖
市
で
器

械
体
操
の
指
導
を
し
て
い
た
の

で
す
が
︑
鹿
嶋
市
で
も
器
械
体

操
を
習
え
る
場
を
つ
く
っ
て
ほ

し
い
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
始
ま

り
で
す
ね
︒

　

最
初
は
︑
器
械
体
操
と
考
え

て
い
ま
し
た
が
︑
鹿
嶋
市
に
は

設
備
な
ど
が
な
い
の
で
︑
設
備

を
さ
ほ
ど
必
要
と
は
し
な
い
新

体
操
を
始
め
ま
し
た
︒

 
議
今
ま
で
に
何
人
の
子

ど
も
た
ち
が
巣
立
っ

て
い
き
ま
し
た
か

　

２
８
０
人
ぐ
ら
い
で
す
か
ね
︒

　

今
年
で
14
年
目
に
な
り
ま
す

が
︑
現
在
は
２
人
の
卒
業
生
が

指
導
に
参
加
し
て
く
れ
て
い
ま

す
︒
そ
の
ほ
か
に
新
体
操
な
ど

に
関
わ
っ
て
い
る
生
徒
は
５
︑
６

人
く
ら
い
だ
と
思
い
ま
す
︒

議
子
ど
も
た
ち
の
あ
い

さ
つ
が
す
ば
ら
し
い

と
感
じ
ま
し
た
が
︑
体
操

以
外
の
指
導
は
︑
さ
れ
て

い
る
の
で
す
か

　

勝
ち
負
け
で
は
な
く
心
の
勉

強
を
し
て
ほ
し
い
こ
と
か
ら
︑

あ
い
さ
つ
・
礼
儀
・
返
事
の
徹

底
を
し
て
い
ま
す
︒

議
子
ど
も
た
ち
は
︑
練

習
前
に
体
重
を
測
っ

て
い
ま
し
た
が
︑
な
ぜ
体

重
を
測
る
の
で
す
か

　

新
体
操
は
︑
芸
術
の
世
界
で

見
た
目
に
も
か
か
わ
っ
て
く
る

ス
ポ
ー
ツ
な
の
で
︑
体
重
の
増

加
な
ど
自
己
管
理
を
し
て
︑
ス

タ
イ
ル
を
維
持
す
る
よ
う
に
心

が
け
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
︒



活動日：毎週土曜日　９:00～12:00　
　　　　月・水曜日　16:30～19:00
場　所：鉢形小学校体育館

対　象：年長～小学４年生くらいまで
年会費：3,000円会員

募集
鉢形ジュニア新体操スポーツ少年団　下

しも

曽
そ

小
こ

川
がわ

さん
E-Mail　hachigatajr.rg@mail.com

申 し 込 み
問い合わせ
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議
新
体
操
ク
ラ
ブ
の

今
後
の
展
開
は

　

次
の
展
開
は
男
子
新
体
操
を

育
て
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
︒

　

知
り
合
い
の
方
か
ら
﹁
男
子

は
入
部
で
き
な
い
の
で
す
か
﹂
と

問
い
合
わ
せ
が
あ
り
︑
県
内
に

は
男
子
新
体
操
ク
ラ
ブ
が
な
い

の
で
男
子
も
い
い
か
な
と
思
い
︑

今
年
か
ら
男
子
も
受
け
入
れ
ま

し
た
︒
茨
城
県
内
に
は
男
子
新

体
操
が
な
い
の
で
︑﹁
こ
の
子
た

ち
が
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
行
け
る

か
な
？
﹂
と
思
っ
て
い
ま
す
︒

議
行
政
や
市
議
会
に
要

望
な
ど
あ
り
ま
す
か

　

サ
ッ
カ
ー
だ
け
で
な
く
︑
市

内
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
少
年
団
な

ど
が
あ
り
ま
す
の
で
︑
子
ど
も

た
ち
が
整
っ
た
環
境
で
ス
ポ
ー

ツ
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し

い
で
す
ね
︒

　

新
体
操
ク
ラ
ブ
と
し
て
は
︑

練
習
の
と
き
︑
リ
ボ
ン
や
フ
ー

プ
な
ど
が
天
井
に
引
っ
か
か
っ

て
し
ま
う
の
で
︑
天
井
の
高
い

体
育
館
が
ほ
し
い
で
す
︒
ま
た
︑

体
育
館
の
床
の
張
り
か
え
と
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
体
育
館

に
フ
ロ
ア
ー
マ
ッ
ト
を
お
願
い
し

た
い
で
す
ね
︒

議
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
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こんなことが決まりました９月
議会

　８月31日～９月21日の22日間、平成30年第３回定例会が開催されま
した。市長から17件の議案が提出されたほか、委員会から1件の意見
書案、議員から２件の議案、議長から１件の発議案が提出されました。
議決結果は次のとおりです。

＜市長から提出された議案＞

＜市議会へ提出された請願＞

議案番号 議　　　　　　案　　　　　　名 結　果

議 案 第 64 号 平成30年度鹿嶋市一般会計補正予算（第３号） 原案可決

議 案 第 65 号 平成30年度鹿嶋市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議 案 第 66 号 平成30年度鹿嶋市介護保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議 案 第 67 号 平成30年度鹿嶋市下水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決

議 案 第 68 号 平成30年度鹿嶋市水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決

議 案 第 69 号 鹿行広域事務組合規約の変更について 原案可決

議 案 第 70 号 鹿行広域事務組合の共同処理する事務の変更に伴う財産処分について 原案可決

議 案 第 71 号 鹿嶋市教育委員会教育長の任命について 原案同意

議 案 第 72 号 鹿嶋市教育委員会委員の任命について 原案同意

議 案 第 73 号 鹿嶋市教育委員会委員の任命について 原案同意

議 案 第 74 号 市道路線の認定について 原案可決

議 案 第 75 号 市道路線の変更について 原案可決

議 案 第 76 号 損害賠償の額を定め、和解することについて 原案可決

議 案 第 77 号 高松緑地体育館解体撤去工事請負契約について 原案可決

報 告 第 ５ 号 専決処分について（平成30年度鹿嶋市一般会計補正予算（第２号）） 原案承認

認 定 第 １ 号 平成29年度鹿嶋市一般会計及び特別会計歳入歳出決算認定について 原案認定

認 定 第 ２ 号 平成29年度鹿嶋市水道事業会計決算認定について 原案認定

認 定 第 ３ 号 平成29年度鹿嶋市大野区域水道事業会計決算認定について 原案認定

請願番号 議　　　　　　案　　　　　　名 結　果
平 成 3 0 年
請 願 第 ２ 号

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持のための政府予算に係る意見書採択を求
める請願 採　　択

意見書番号 議　　　　　　案　　　　　　名 結　果

意見書第３号 教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持のための政府予算に係る意見書 原案可決

議案番号 議　　　　　　案　　　　　　名 結　果

第 １ 号 議 案「鹿嶋市自治基本条例策定について」の提言 原案否決

第 ２ 号 議 案 鹿嶋市議会議員定数条例の一部を改正する条例 審議未了

議　　　　　　案　　　　　　名 結　果

議 長 発 議 宮中賑わい創出事業検討協議会の設置について 原案可決

＜委員会が提出した議案＞

＜議員が提出した議案＞

５ ページ
に拡大

５ ページ
に拡大

５ ページ
に拡大



議員賛否一覧表

賛成＝〇、反対＝×、棄権＝△、欠席＝－　※池田芳範議長は、採決に加わりません。

賛否が分かれた議案
と

議員（会派）の賛否結果

公明かしま
無
所
属

日本共産党
鹿嶋市議団 幹　会 是々非々

の会 未来かしま
副
議
長

山
口
哲
秀

樋
口
富
士
男

池
田
法
子

出
頭
克
明

立
原
弘
一

川
井
宏
子

宇
田
一
男

根
崎　

彰

菅
谷　

毅

河
津　

亨

田
口　

茂

篠
塚
洋
三

飯
塚
俊
雄

内
田
政
文

坂
本
仙
一

小
池
み
よ
子

栗
林
京
子

小
松
﨑
敏
紀

笹
沼
康
弘

西
塚
保
男

議案第 69 号　鹿行広域事務組合規
約の変更について △ 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 70 号　鹿行広域事務組合の
共同処理する事務の変更に伴う財
産処分について

△ 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 71 号　鹿嶋市教育委員会教
育長の任命について 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 △ △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認定第 １ 号　平成 29 年度鹿嶋市一
般会計及び特別会計歳入歳出決算
認定について

〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第 １ 号議案　「鹿嶋市自治基本条例
策定について」の提言 × × × 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 × × × × × × × × 〇
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意見書を
提出しました

第２号議案が審議未了により廃案

宮中賑
にぎ

わい創出事業検討協議会
が設置されました

■教職員定数改善と義務教育費
国庫負担制度堅持のための
政府予算に係る意見書

　学校現場における課題が複雑
化・困難化する中で子どもたち
の豊かな学びを実現するために
は、教材研究や授業準備の時間
を十分に確保することが不可欠
です。そのためには教職員定数
改善などの施策が最重要課題と
なっています。
　国会及び政府においては、地
方教育行政の実情を十分に認識
され、地方自治体が計画的に教
育行政を進めることができるよ
うにするために、「きめ細かな
教育の実現のために少人数学級
を推進すること」、「教育の機会
均等と水準の維持向上をはかる
ため、義務教育費国庫負担制度
を堅持すること」を強く要請し、
意見書を提出します。

［提出先］
衆議院議長、参議院議長、内
閣総理大臣、財務大臣、総
務大臣、文部科学大臣

第２号議案 鹿嶋市議会議員定数条例の一部を改正する条例

　本市の議員定数 22 人を平成 31 年４月に執行する一般選挙
から 20 人とするもの。
　【経　過】
▼議会最終日、第２号議案を議題とする前に、休憩に入った。
▼休憩中、議長より辞職願が提出された。
▼副議長が本会議を再開。会議時間の延長を宣告後、議長の辞

職の件を議題とし、採決の結果、全会一致により否決（辞職
不許可）した。

▼否決により議長が戻り会議を再開。直後に暫時休憩に入った。
▼その後、午前０時まで会議が再開されず流会となり、第２号

議案は審議未了により廃案となった。

　９月定例会において、宮中賑わい創出事業について、今後
さらに執行部との意見交換を充実してくため、宮中賑わい創
出事業検討協議会が設置されました。
委　員　長：根　崎　　　彰　　　　副委員長：栗　林　京　子
委　　員：飯　塚　俊　雄・内　田　政　文・田　口　　　茂・坂　本　仙　一・
　　　　　立　原　弘　一・河　津　　　亨・篠　塚　洋　三・小池みよ子・
　　　　　山　口　哲　秀・出　頭　克　明・宇　田　一　男・樋口富士男・
　　　　　菅　谷　　　毅・川　井　宏　子・池　田　法　子・小松﨑敏紀・
　　　　　笹　沼　康　弘
オブザーバー：池　田　芳　範・西　塚　保　男



● 

委
員
会
の
活
動 

●
＊
委
員
会
と
は
、
議
案
を
さ
ら
に
詳
細
に
審
査
す
る
機
関
で
、
鹿
嶋
市
議
会
に
は
４
つ
の
常
任
委
員
会
が
あ
り
ま
す
。
委
員
会
で
の
採
決
の
結
果
は
、

　

本
会
議
で
報
告
さ
れ
、
報
告
後
に
行
わ
れ
る
採
決
で
議
会
の
意
思
（
可
決
や
否
決
）
が
決
定
し
ま
す
。
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予
算
決
算
常
任
委
員
会
で
は
、

５
件
の
補
正
予
算
、
１
件
の
専
決

処
分
の
報
告
、
３
件
の
決
算
認
定

を
審
査
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑

■
議
案
第
64
号　

平
成
30
年
度
鹿

嶋
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）問

学
校
プ
ー
ル
等
解
体
撤
去

事
業
に
お
け
る
除
却
債
の

活
用
の
考
え
方
は
。

答
世
代
間
の
負
担
の
平
準
化

と
い
う
起
債
の
考
え
方
に

な
じ
ま
な
い
と
の
見
方
も
あ
る

が
、
屋
内
温
水
プ
ー
ル
の
建
設
と

セ
ッ
ト
と
考
え
除
却
債
を
活
用
し

た
。

【
賛
成
討
論
】

　

除
却
債
の
活
用
は
、
将
来
世
代

の
負
担
を
考
慮
し
つ
つ
、
財
政
的

裏
づ
け
を
も
っ
て
判
断
す
べ
き
。

　

　
総
務
生
活
委
員
会
で
は
、
２
件

の
議
案
を
審
査
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑

■
議
案
第
69
号　

鹿
行
広
域
事
務

組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

鹿
行
広
域
事
務
組
合
で
共
同

処
理
す
る
事
務
か
ら
広
域
一
般
廃

棄
物
（
し
尿
を
除
く
）
処
理
施
設

の
建
設
に
関
す
る
こ
と
を
除
く
た

め
、
規
約
の
一
部
を
変
更
す
る
も

の
。問

鉾
田
市
議
会
で
全
会
一
致

で
否
決
さ
れ
た
中
、
鹿
嶋

市
で
の
審
議
の
必
要
性
は
あ
る
の

か
。答

今
回
、
鹿
行
広
域
事
務
組

合
か
ら
の
依
頼
を
元
に
議

案
を
提
出
し
て
い
る
。
市
と
し
て

は
、
依
頼
に
基
づ
き
審
議
を
お
願

い
し
た
い
。

問
茨
城
県
へ
の
申
請
の
効
力

及
び
必
要
性
は
。

答
地
方
自
治
法
に
よ
り
、
規

約
の
変
更
等
に
つ
い
て

宮
中
地
区
賑
わ
い
創
出
事
業
に
つ
い

て
は
議
会
や
市
民
と
合
意
形
成
を

鹿※

行
広
域
事
務
組
合
に
関
す
る
議
案

を
審
査

■
認
定
第
１
号　

平
成
29
年
度
鹿

嶋
市
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

問
宮
中
地
区
賑
わ
い
創
出
事

業
に
つ
い
て
、
全
議
員
に

報
告
さ
れ
て
い
な
い
情
報
が
あ
っ

た
か
。

答
鹿
島
神
宮
で
取
り
壊
し
た

宝
物
館
の
建
設
に
併
せ
て

交
流
セ
ン
タ
ー
を
含
め
た
事
業
計

画
を
進
め
て
い
く
方
向
性
が
あ
る

と
の
こ
と
。

【
賛
成
討
論
】

　

将
来
へ
向
か
っ
て
有
効
な
施
設

と
な
る
よ
う
議
論
を
し
な
が
ら
進

め
て
ほ
し
い
。

【
反
対
討
論
】

　

議
会
や
市
民
と
の
十
分
な
合
意

形
成
を
行
う
べ
き
。

　

採
決
の
結
果
、
認
定
第
１
号
に

つ
い
て
は
、
賛
成
多
数
を
も
っ
て
、

そ
の
他
の
議
案
に
つ
い
て
は
全
員

賛
成
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す

べ
き
と
決
定
し
ま
し
た
。

は
、
組
合
構
成
５
市
全
て
の
議
決

書
の
謄
本
を
添
え
て
県
知
事
へ
の

申
請
が
必
要
で
あ
る
。

意
見
一
般
廃
棄
物
処
理
事
業
も

含
め
た
広
域
行
政
の
あ
り

方
に
つ
い
て
将
来
を
見
据
え
、
今

後
十
分
な
検
討
が
必
要
。

　【
賛
成
討
論
】

　

規
約
の
変
更
に
事
務
手
続
き
上

必
要
で
あ
る
た
め
妥
当
。

【
反
対
討
論
】

　

構
成
市
の
議
会
に
お
け
る
全
会

一
致
で
の
否
決
を
尊
重
し
、
賛
成

し
か
ね
る
。

　

採
決
の
結
果
、
議
案
第
69
号
及

び
議
案
第
70
号
は
、
賛
成
多
数
で

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
で
あ

る
と
決
定
し
ま
し
た
。

※
鹿
行
広
域
事
務
組
合
と
は

鹿
行
５
市
が
共
同
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
務
事
業
を
行
う
組
合

総 務 生 活 委 員 会

予 算 決 算 常 任 委 員 会
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● 

委
員
会
の
活
動 

●

7

▲エアコンの設置状況について
説明を受ける

な
い
状
況
に
あ
り
、
整
備
箇
所
と

し
て
第
一
候
補
と
な
っ
て
い
る
。

■
議
案
第
76
号　

損
害
賠
償
の
額

を
定
め
︑
和
解
す
る
こ
と
に
つ
い
て

【
賛
成
討
論
】

　

同
様
の
事
案
が
二
度
と
起
こ
ら

な
い
よ
う
に
市
と
し
て
対
応
し
て

ほ
し
い
。

　　

採
決
の
結
果
、
全
て
の
議
案
に

つ
い
て
全
員
賛
成
で
、
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
で
あ
る
と
決
定

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
請
願
に
つ
い
て
も
採
択
す

る
べ
き
で
あ
る
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
文
教
厚
生
委
員
会
で
は
、
議
案

２
件
、
請
願
１
件
を
審
査
し
ま
し

た
。
な
お
審
査
に
先
立
ち
、
三
笠

小
学
校
及
び
三
笠
幼
稚
園
の
エ
ア

コ
ン
整
備
状
況
の
現
地
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

主
な
質
疑

■
議
案
第
77
号　

高
松
緑
地
体
育

館
解
体
撤
去
工
事
請
負
契
約
に
つ

い
て問

施
設
解
体
時
、
ア
ス
ベ
ス

ト
を
取
り
扱
う
こ
と
に
な

る
と
思
う
が
、
そ
う
い
っ
た
施
行

技
術
を
業
者
は
持
っ
て
い
る
の

か
。答

ア
ス
ベ
ス
ト
に
つ
い
て

は
、
専
門
業
者
を
含
め
、

必
要
な
措
置
を
取
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。

問
施
設
解
体
後
、
国
体
の
駐

車
場
と
し
て
利
用
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、
そ
の
後
は
。

答
高
松
緑
地
の
温
水
プ
ー
ル

が
改
修
し
な
け
れ
ば
な
ら

 

都
市
経
済
委
員
会
で
は
、
市
道

路
線
の
認
定
と
市
道
路
線
の
変

更
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

■
議
案
第
74
号　

市
道
路
線
の
認

定
に
つ
い
て

　

市
道
５
６
９
２
号
線
及
び
市
道

８
６
３
３
号
線
を
市
道
と
し
て
認

定
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

主
な
質
疑

■
議
案
第
75
号　

市
道
路
線
の
変

更
に
つ
い
て

　

市
道
８
６
２
３
号
線
の
延
長
、

幅
員
、
終
点
を
変
更
し
よ
う
と
す

る
も
の
。

問
変
更
前
の
市
道
８
６
２
３

号
線
の
延
長
部
分
の
一
部

は
施
設
管
理
課
の
前
は
政
策
秘
書

課
が
管
理
し
て
い
た
と
い
う
こ
と

だ
が
、
ど
う
い
う
こ
と
か
。

答
今
回
、
開
発
行
為
が
あ
っ　

た
土
地
は
も
と
も
と
代
替

地
で
、
平
成
23
年
当
時
は
開
発
公

社
か
ら
所
管
を
引
き
継
い
で
い
た

小
学
校
及
び
幼
稚
園
の

　
　

エ
ア
コ
ン
整
備
状
況
を
調
査

市
道
２
路
線
を
認
定
︑
１
路
線
を
変
更

文 教 厚 生 委 員 会

都 市 経 済 委 員 会

企
画
課
（
現
政
策
秘
書
課)

が
管

理
を
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

　

採
決
の
結
果
、
い
ず
れ
の
議
案
も

全
員
賛
成
で
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
で
あ
る
と
決
定
し
ま
し
た
。

路線名 事項 番地先の表示 延長・幅員
議案第74号【認定路線】

5692号線
起点 須賀字兵ノ上1244番15地先 104.31ｍ

6.00ｍ～10.27ｍ終点 須賀字兵ノ上1244番12地先

8633号線
起点 平井字鹿島道南1343番34地先 128.73ｍ

6.00ｍ～10.51ｍ終点 平井字鹿島道南1343番50地先
議案第75号【変更路線(変更後)】

8623号線
起点 平井字鹿島道南1343番1地先 262.14ｍ

5.00ｍ～10.60ｍ終点 平井字鹿島道南1343番50地先
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８事業を抽出し評価 しました

平成29年度  決算の  評価

評価
Ｃ

地元住民と商業者との連携を図り中心市
街地活性化基本計画を策定し、ハード・

ソフトの両面から賑わい創出を目指す事業の必
要性は理解できる。しかし、平成 29 年度末に首
長自らの政治的判断により、中核機能の歴史資
料館建設が白紙となり、効率的な事業が実施さ
れていない。

改善 内閣府の助言を解決し事業の方向性やスケ
ジュールを明確にするとともに、事業を精査しな
がら進めるよう改善すべき。また、地権者を含め
た周辺住民の意見を集約し、市民全体の合意形

成に努めるべきで
あることから改善
とする。

評価
Ｂ

トイレなどが必要な場所に設置されて
おり有効性がある。また、既存施設を

有効に活用しており、所有形態に応じて効率
的に管理されている。

継続 防犯対策等必要に応じて検討願いたい。
駅前の観光施設については、補修すべき箇所
が見受けられるため対策の検討が必要である。
施設全体の管理状況としては特に問題がない
ので、現行の管理体制を維持すべきことから
継続とする。　

評価
Ｂ

地域住民の自治会への加入促進は重要で
あり加入率が減少している中、先進事例

の取り組みを進めている点は評価できる。
継続 行政は自治会の加入率促進の取り組み

だけではなく、関係機関と連携のもと、自
治会の自主防災組織の充実や自治活動を担
う人材育成にも支援が必要である。また、
行政文書は在住者全戸へ配布するように努
めるべきであることから継続とする。

評価
Ｃ

公共水域の水質保全と資源循環型社会の
構築を図るための処理施設の運転及び維

持管理を行う経費であるが、現在、乾燥設備の
故障により汚泥の堆肥化が困難な状況にあり、
補修コストが高額であるため脱水汚泥処理は外
部に委託している。今後、脱水汚泥の焼却処分
を検討していることから、本来の目的は達成で
きていない。

改善 定期点検を通じ適切な管理を行い、早
急に資源循環型社会の構築に向けた処理に
取り組み、し尿処理だけでなく下水汚泥の処

理を含めた将来構
想を検討すべきこ
とから改善とする。

Ｃ

B

Ｂ

Ｃ

宮中地区賑
にぎ

わい創出事業
776万7000円

観光施設管理費
1043万7000円

行政委員経費
2318万3000円

し尿処理施設管理経費
1億3232万4000円

改善

継続

継続

改善

予算決算常任委員会の各分科会では、平成29年度の決算審査として、事業の評価を行いました。   その結果をお知らせします。

【決算評価】
　Ａ…十分評価できる　  Ｂ…やや評価できる　  Ｃ…あまり評価できない　  Ｄ…全く評価できない

　 拡充 事業内容をさらに充実して継続 継続 現在の水準で継続 改善 改善・効率化して継続
　 縮小 内容・手法等を見直し縮小して継続 休止 事業を休止 廃止 事業を廃止

現在の鹿島神宮
門前

▲年に２回開かれる定例会の様子

「鹿嶋神の道」中継
　地点に設置された
　猿田集会所トイレ

し尿処理施設を総務
生活文科会が視察

【今後の方向性】
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クローズアップ８事業を抽出し評価 しました

平成29年度  決算の  評価

評価
Ｂ

本事業により自らが生活習慣を改善し継
続的な治療につなげ、生活習慣病の発症

予防・重症化予防をすることができれば、市民
の健康促進に大変有効である。しかし、受診率
は低迷している。

拡充 より多くの方に受診してもらえるよう、
周知方法を工夫しながら受診率向上に取り組む
べき。専門職の人材確保ができれば、保健指導
対象者に訪問による指導をきめ細やかに行うこ
とが可能となることから拡充とする。

評価
Ｃ

要因が複雑に絡み合う生活困窮者の相談
は年々増加しており、さまざまな角度か

ら支援していく本事業は今後ますます必要とさ
れる。しかし、予算が少なく幅広い事業展開が
できていない。

拡充 高齢者や障がい者、児童など分野の異な
る制度をワンストップ型で対応するよう望む。
既に実施している「自立相談支援事業」と「住
宅確保給付事業」に加えて、今後は「こどもの

学習支援事業」の
拡充を図り、さら
には「就労準備支
援事業」や「家計
相談支援事業」を
早期に取り組むべ
きことから拡充と
する。

評価
Ｂ

民間活力を取り入れている点は、必要か
つ有効であると評価できる。しかし、鹿

行５市の協力体制のもと具体的な事業も盛り込
まれはているが、まだ計画段階の事業も多く十
分に評価できるとは言えない。

継続 民間企業のための事業ではなく、鹿行５
市ホームタウンに還元されるべき事業であるこ
とを意識した事業展開を図るべき。地方創生推
進交付金の交付終了後は、自立運営が可能とな
るよう事業を計画的に進めることで継続とする。

評価
Ａ

関係機関等の協力を得ながら、ＰＲ活
動などの周知も図られており、効率的

である。また、市民の関心も高く、事業の
実績もあり効果的な事業である。

継続 近隣自治体でも実施している事業であ
るが、より効果的なＰＲ活動を行うなど定住
促進に努めてほしいことから継続とする。

B

C

Ｂ

Ａ

特定健康診査等事業
4567万7000円

生活困窮者自立支援事業
222万6000円

広域観光対策事業
1141万4000円

定住促進事業
2035万円

拡充

拡充

継続

継続

予算決算常任委員会の各分科会では、平成29年度の決算審査として、事業の評価を行いました。   その結果をお知らせします。

地域全体の観光
マネジメントを
一本化するため
鹿行ＤＭＯが立
ち上がり活動を
行っている

▲ふるさと回帰フェアでの移住相談

生活習慣病の兆
しをいち早く発見
するための特定健
康診査



　一般質問は、私たちの生活にかかわり
の深い事柄について質問するものです。
　掲載した内容の詳細は、鹿嶋市議会の
ホームページにある「インターネット中
継」または「録音中継」をご利用ください。
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【
こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
】

質
特
別
支
援
学
校
に
つ
い
て

質
介
護
保
険
料
滞
納
に
よ
る
差
し
押
さ

え
に
つ
い
て

質
放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
報
酬
改
定

に
伴
う
事
業
所
へ
の
影
響
に
つ
い
て

質
平
和
大
使
派
遣
に
つ
い
て

川
かわ

井
い

  宏
ひろ

子
こ

 議員
〔発言時間＝ 90 分〕

このＱＲコードまたは各議員の顔写真下のＱＲコード
から一般質問の映像がごらんいただけます。

Ｑ﹁
脱
原
発
を
め
ざ
す
首
長
会
議
﹂

に
錦
織
市
長
の
参
加
を
要
望

す
る川

井
全
国
の
首
長
︑
元
首
長
１
０

０
名
が
参
加
す
る
﹁
脱
原
発

を
め
ざ
す
首
長
会
議
﹂
が
２
０
１
２
年

に
設
立
さ
れ
︑
県
内
で
も
９
名
が
参
加

し
て
お
り
︑
国
会
議
員
河
野
太
郎
氏
の

名
前
も
明
記
さ
れ
て
い
る
︒
ぜ
ひ
︑
錦

織
市
長
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い

が
︑
市
長
の
考
え
は
︒

A
個
別
の
団
体
等
に
参
加
す
る
考

え
は
な
い

市
長
国
で
は
安
全
最
優
先
︑
資
源

自
給
率
︑
環
境
適
合
︑
国
民

負
担
抑
制
の
原
則
に
基
づ
き
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
を
決
定
し
て
い
る
︒
東
海
第

２
原
発
を
含
め
原
発
の
再
稼
働
等
は
︑

国
が
責
任
を
持
っ
て
安
全
性
の
検
証
を

行
っ
た
上
で
判
断
さ
れ
る
も
の
と
考
え

る
︒
よ
っ
て
︑
国
の
政
策
に
従
っ
て
判

断
し
た
い
と
考
え
て
お
り
︑
個
別
の
団

体
等
に
参
加
す
る
考
え
は
な
い
︒

Ｑ
生
活
保
護
受
給
者
に
夏
季
の

電
気
代
補
助
を
要
望
す
る

川
井
国
の
進
め
る
社
会
保
障
改
革

に
よ
り
社
会
保
障
費
は
５
年

間
で
３
・
45
兆
円
削
減
さ
れ
た
︒
医
療
・

介
護
・
年
金
・
生
活
保
護
な
ど
あ
ら
ゆ

る
分
野
で
削
り
込
み
が
さ
れ
︑
全
国
的

に
困
窮
世
帯
が
増
え
て
い
る
︒
北
海
道

で
は
生
活
保
護
受
給
者
が
電
気
を
止
め

ら
れ
︑
熱
中
症
に
よ
る
脱
水
症
か
ら
亡

く
な
る
と
い
う
痛
ま
し
い
事
故
が
発
生

し
て
い
る
︒
鹿
嶋
市
に
お
い
て
冷
暖
房

機
使
用
時
期
の
電
気
代
補
助
を
要
望
す

る
が
︑
い
か
が
か
︒

A
生
活
保
護
制
度
上
夏
季
電
気
代

は
設
定
な
し
︒
県
担
当
者
会
議

等
で
意
見
を
伝
え
る

健
康
福

祉
部
長
生
活
保
護
世
帯
に
つ
い
て
は

定
期
的
に
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

が
訪
問
し
︑
健
康
状
態
を
把
握
し
た
上

で
︑
必
要
に
応
じ
生
活
福
祉
資
金
貸
付

制
度
を
活
用
し
た
エ
ア
コ
ン
設
置
を
助

言
す
る
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
︒

冷
暖
房
機
使
用
時
期
の
生
活
保
護
費

は
︑
11
月
か
ら
３
月
ま
で
は
冬
季
加
算

と
し
て
暖
房
代
が
支
給
さ
れ
て
い
る

が
︑
夏
季
の
冷
房
代
は
制
度
上
設
定
さ

れ
て
い
な
い
︒
夏
季
の
厳
し
い
暑
さ
に

お
け
る
生
活
実
態
を
把
握
し
︑
県
の
担

当
者
会
議
等
で
意
見
を
伝
え
た
い
︒
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Ｑ
鹿
嶋
市
を
含
め
た
鹿
行
保
健

医
療
圏
の
現
状
を
ど
う
考
え
て

い
る
の
か

宇
田
市
長
公
約
の
５
つ
の
鹿
嶋
力

の
福
祉
力
の
中
に
︑
医
師
確

保
・
訪
問
診
療
な
ど
の
地
域
医
療
体
制

の
強
化
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
︑
具
体

的
な
施
策
を
伺
う
︒

A
医
師
確
保
対
策
の
継
続
と
在
宅

医
療
・
介
護
の
連
携
推
進
事
業

に
注
力

市
長
地
域
医
療
体
制
の
強
化
に
つ

い
て
は
︑
県
及
び
鹿
行
南
部

地
域
の
各
市
と
連
携
し
︑
病
院
群
輪
番

制
事
業
や
夜
間
初
期
救
急
セ
ン
タ
ー
運

営
事
業
等
︑
継
続
的
に
地
域
医
療
体
制

強
化
の
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
る
︒
ま

た
医
師
確
保
に
つ
い
て
は
︑
平
成
22
年

か
ら
平
成
29
年
ま
で
の
８
年
間
に
お
い

て
︑
24
名
の
常
勤
医
師
が
採
用
さ
れ
︑

う
ち
17
名
が
現
在
も
市
内
医
療
機
関
で

活
躍
さ
れ
て
い
る
な
ど
︑
着
実
に
医
師

確
保
の
定
着
が
図
ら
れ
て
い
る
︒
訪
問

診
療
を
含
め
た
在
宅
医
療
に
つ
い
て

も
︑
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

の
主
軸
の
１
つ
で
あ
る
在
宅
医
療
・
介

護
の
連
携
推
進
事
業
に
注
力
し
た
い
︒

Ｑ
医
師
確
保
事
業
へ
の
市
税
投
入

は
避
け
ら
れ
な
い
の
か

宇
田
市
民
の
生
命
を
守
る
た
め

に
︑
市
税
投
入
は
し
か
た
が

な
い
こ
と
と
思
っ
て
は
い
る
が
︑
人
口

減
少
も
あ
り
︑
今
後
一
層
財
政
が
厳
し

く
な
る
中
︑
医
師
確
保
事
業
へ
の
市
税

投
入
は
避
け
ら
れ
な
い
の
か
市
の
見
解

を
伺
う
︒

A
体
制
整
備
を
図
っ
て
い
る
医
療

機
関
に
対
し
支
援
は
必
要
不
可

欠
で
あ
る

健
康
福

祉
部
長
鹿
行
地
域
の
医
療
体
制
の
現

状
か
ら
︑
医
師
を
は
じ
め
と

す
る
医
療
資
源
の
確
保
に
関
し
︑
最
大

限
の
努
力
に
よ
り
体
制
整
備
を
図
っ
て

い
る
医
療
機
関
に
対
し
て
支
援
を
行
う

こ
と
は
︑
必
要
不
可
欠
と
考
え
て
い
る
︒

Ｑ
今
後
市
の
独
自
の
事
業
に
変
化

は
あ
る
の
か

宇
田
市
で
は
︑
既
に
医
師
確
保
や

地
域
医
療
充
実
の
た
め
の
看

護
学
校
へ
の
補
助
な
ど
︑
さ
ま
ざ
ま
な

市
独
自
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
が
︑
済

生
会
・
労
災
病
院
再
編
統
合
な
ど
の
環

境
変
化
や
県
の
医
師
不
足
緊
急
対
策
行

動
宣
言
の
政
策
が
提
示
さ
れ
た
こ
と
も

あ
り
︑
今
後
の
市
独
自
の
事
業
へ
の
変

化
は
あ
る
の
か
伺
う
︒

A
医
師
確
保
事
業
な
ど
を
継
続
し

な
が
ら
医
療
体
制
の
強
化
を
図

る
健
康
福

祉
部
長
県
に
お
け
る
医
療
政
策
や
済

生
会
・
労
災
病
院
再
編
統
合

と
い
う
医
療
環
境
の
転
換
の
動
向
に
注

視
し
な
が
ら
︑
現
在
実
施
し
て
い
る
二

次
救
急
病
院
運
営
費
補
助
事
業
︑
医
師

確
保
事
業
等
を
継
続
し
て
取
り
組
み
︑

医
療
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
︒

宇
う

田
だ

  一
かず

男
お

 議員
〔発言時間＝ 60 分〕
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Ｑ
災
害
時
に
お
け
る
災
害
情
報

の
周
知
方
法
を
ど
う
考
え
て
い

る
の
か

小
池
災
害
時
に
お
け
る
市
民
へ
の

災
害
情
報
の
周
知
方
法
と
︑

防
災
無
線
と
連
携
し
た
Ｆ
Ｍ
か
し
ま
の

ス
ポ
ッ
ト
放
送
を
活
用
し
た
周
知
方
法

を
提
案
す
る
が
︑
市
の
考
え
を
伺
う
︒

A
情
報
伝
達
の
充
実
を
図
り
さ
ら

な
る
連
携
の
強
化
に
努
め
る

市
民
生

活
部
長
Ｆ
Ｍ
か
し
ま
を
利
用
し
た
防

災
情
報
の
発
信
に
つ
い
て
は
︑

国
か
ら
配
信
さ
れ
る
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
が
Ｆ

Ｍ
か
し
ま
の
放
送
に
強
制
的
に
割
り
込

ん
で
放
送
が
さ
れ
る
仕
組
み
を
構
築
し

て
い
る
が
︑
そ
の
他
の
通
常
の
防
災
無

線
に
つ
い
て
は
︑
機
械
的
に
連
動
し
た

仕
組
み
の
構
築
は
現
時
点
で
さ
れ
て
い

な
い
︒
今
後
の
Ｆ
Ｍ
か
し
ま
の
活
用
策

と
し
て
︑
防
災
行
政
無
線
の
一
般
放
送

の
機
械
的
な
自
動
連
携
ま
で
は
︑
経
費

的
な
面
も
あ
り
現
時
点
で
は
想
定
し
て

い
な
い
が
︑
情
報
伝
達
手
段
の
充
実
を

図
り
︑
さ
ら
な
る
連
携
強
化
に
努
め
て

い
く
︒

Ｑ
市
で
は
ご
み
出
し
困
難
家
庭
へ

の
戸
別
回
収
に
つ
い
て
検
討
し

た
こ
と
は
あ
る
の
か

小
池
ご
み
出
し
困
難
家
庭
へ
の
戸

別
回
収
の
実
施
に
つ
い
て
数

回
提
案
し
て
い
る
が
︑
市
で
検
討
さ
れ

て
き
て
い
る
の
か
︑
再
度
︑
市
の
考
え

を
伺
う
︒

A
日
常
生
活
支
援
を
含
め
て
検
討

し
て
い
く
こ
と
が
重
要

市
民
生

活
部
長
市
で
は
︑
さ
ま
ざ
ま
な
観
点

か
ら
ご
み
出
し
支
援
を
検
討

し
て
き
た
が
︑
ご
み
出
し
困
難
家
庭
に

お
い
て
は
︑
日
常
生
活
支
援
を
含
め
て

検
討
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え

て
︑
今
後
に
つ
い
て
も
地
域
に
お
け
る

共
助
体
制
の
状
況
を
見
極
め
つ
つ
支
援

の
あ
り
方
を
探
っ
て
い
く
︒

Ｑ
県
下
ワ
ー
ス
ト
４
位
と
言
わ
れ

る
市
立
図
書
館
の
予
算
を
認

識
し
て
い
る
の
か

小
池
鹿
嶋
市
の
図
書
館
の
資
料
代

が
県
下
ワ
ー
ス
ト
４
位
で
あ

る
︒
こ
の
少
な
い
予
算
の
状
況
で
い
い

の
か
市
の
考
え
を
伺
う
︒

A
今
後
計
画
的
な
予
算
確
保
に
努

め
て
い
く

教
育　

　

部
長
市
立
図
書
館
で
は
︑
雑
誌
ス

ポ
ン
サ
ー
制
度
の
導
入
︑
県

内
図
書
館
を
は
じ
め
と
し
て
︑
国
立
図

書
館
・
全
国
の
図
書
館
か
ら
借
り
入
れ

を
す
る
相
互
制
賃
借
制
度
を
活
用
し
︑

市
民
の
要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
努

力
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
︒
ま
た
平

成
19
年
度
か
ら
進
め
て
き
た
学
校
図
書

館
の
整
備
も
一
段
落
し
︑
平
成
31
年
度

か
ら
は
計
画
的
に
予
算
の
増
額
の
確
保

に
努
め
て
い
く
︒

小
こ

池
いけ

  みよ子
こ

 議員
〔発言時間＝ 60 分〕
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Ｑ
乳
児
の
た
め
の
災
害
備
蓄
品

に
つ
い
て
の
考
え
は

池
田
乳
幼
児
の
た
め
の
災
害
備
蓄

品
と
し
て
︑
内
容
を
検
討
し

て
欲
し
い
も
の
が
３
点
あ
る
︒
そ
の
３

点
と
は
︑
水
分
補
給
の
た
め
の
乳
幼
児

用
の
果
汁
や
麦
茶
︑
２
歳
く
ら
い
ま
で

の
お
子
さ
ん
の
た
め
の
離
乳
食
︑
お
湯

が
な
く
て
も
す
ぐ
飲
め
る
液
体
ミ
ル
ク

で
あ
る
︒
緊
急
事
態
に
お
い
て
乳
幼
児

の
命
を
つ
な
ぐ
た
め
の
最
低
限
備
え
る

必
要
が
あ
る
３
点
の
備
蓄
に
関
し
て
市

の
考
え
を
伺
う
︒

A
液
体
ミ
ル
ク
の
必
要
性
は
非
常

に
高
い
も
の
と
判
断
し
て
い
る

市
民
生

活
部
長
災
害
時
の
断
水
や
停
電
な
ど
︑

さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
を
想
定

す
る
と
︑
液
体
ミ
ル
ク
の
今
後
の
必
要

性
と
い
う
の
は
非
常
に
高
い
も
の
で
あ

る
と
判
断
で
き
る
こ
と
か
ら
も
︑
月
齢

を
配
慮
し
た
離
乳
食
な
ど
を
含
め
︑
今

後
の
市
販
の
状
況
な
ど
に
も
注
意
し
な

が
ら
︑
緊
急
分
の
確
保
に
向
け
て
検
討

し
て
い
く
︒

Ｑ
ワ
ク
チ
ン
再
接
種
の
助
成
は

池
田
急
性
リ
ン
パ
性
白
血
病
や
小

児
が
ん
な
ど
に
か
か
っ
て
し

ま
っ
た
お
子
さ
ん
は
︑
骨
髄
移
植
や
抗

が
ん
剤
治
療
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
︑

予
防
接
種
で
で
き
た
抗
体
が
失
わ
れ
て

し
ま
う
場
合
が
あ
り
︑
再
接
種
と
な
る

と
全
額
自
費
で
20
万
円
ほ
ど
の
費
用
が

か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
る
︒
市
で
は
︑

こ
の
よ
う
な
お
子
さ
ん
に
対
し
て
費
用

面
で
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
つ
く
る
こ
と
は

可
能
か
伺
う
︒

A
再
接
種
の
必
要
性
は
大
変
重
要

と
考
え
て
い
る

健
康
福

祉
部
長
移
植
後
に
予
防
接
種
を
再
接

種
す
る
こ
と
に
よ
り
︑
感
染

症
の
発
症
予
防
や
症
状
の
軽
減
が
期
待

で
き
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
︑
再
接

種
の
必
要
性
は
あ
る
と
考
え
て
い
る
︒

　

再
接
種
の
費
用
を
助
成
す
る
動
き

は
全
国
的
に
も
徐
々
に
拡
大
し
て
き
て

お
り
︑
県
内
で
は
２
市
が
今
年
度
か
ら

助
成
を
開
始
し
て
い
る
︒
本
市
に
お
い

て
も
︑
実
施
し
て
い
る
自
治
体
等
か
ら

情
報
収
集
し
︑
助
成
が
必
要
な
お
子
さ

ん
に
対
し
て
適
切
な
対
応
が
で
き
る
よ

う
︑
実
施
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
︒

【
こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
】

質
幼
児
教
育
無
償
化
を
受
け
て
の
鹿
嶋

市
の
対
応
に
つ
い
て

質
児
童
虐
待
防
止
に
向
け
て
の
市
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

池
いけ

田
だ

  法
のり

子
こ

 議員
〔発言時間＝ 60 分〕
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【
こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
】

質
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
マ
ン
ホ
ー
ル
の
Ｐ
Ｒ

効
果
に
つ
い
て

質
幹
線
道
路
に
お
け
る
植
栽
に
つ
い
て

▲鹿嶋市公認キャラクター
「ナスカちゃん」

栗
くり

林
ばやし

  京
きょう

子
こ

 議員
〔発言時間＝ 60 分〕

Ｑ
市
政
懇
談
会
で
は
ど
の
よ
う
な

意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
の
か

栗
林
中
心
市
街
地
の
活
性
化
基
本

計
画
の
素
案
が
で
き
た
後
に

歴
史
資
料
館
整
備
の
計
画
が
白
紙
と
な

り
︑
再
度
︑
市
民
ニ
ー
ズ
や
民
意
を
く

み
取
る
た
め
︑
各
公
民
館
で
市
政
懇
談

会
を
開
催
し
た
が
︑
市
民
か
ら
ど
の
よ

う
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
の
か
︒

A
肯
定
的
な
意
見
が
多
か
っ
た
と

受
け
止
め
て
い
る

市
長
市
政
懇
談
会
に
つ
い
て
は
︑

合
計
３
４
０
名
の
市
民
に
参

加
い
た
だ
き
︑
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
︒

白
紙
と
し
た
施
設
が
単
な
る
歴
史
館
で

は
な
く
︑
交
流
機
能
を
伴
っ
た
複
合
施

設
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
だ
い

た
上
で
︑
市
民
か
ら
は
﹁
建
設
を
前
向

き
に
進
め
て
も
ら
い
た
い
﹂
と
の
肯
定

的
な
意
見
が
多
か
っ
た
と
受
け
止
め
て

い
る
︒

政
策
企

画
部
長
建
設
に
か
か
る
総
事
業
費
や

維
持
管
理
費
︑
観
光
客
数
や

経
済
効
果
︑
計
画
し
て
い
た
施
設
の
管

理
︑
運
営
者
︑
収
支
の
見
通
し
な
ど
の

質
問
が
あ
っ
た
︒
ま
た
意
見
と
し
て
は
︑

﹁
将
来
負
の
遺
産
と
な
ら
な
い
よ
う
に

進
め
て
ほ
し
い
﹂︑﹁
歴
史
館
だ
け
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
を
市
民
は
理
解
し
て

い
な
い
﹂︑﹁
活
性
化
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
て
前
向
き
に
進

め
て
ほ
し
い
﹂
な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
︒

Ｑ
鹿
嶋
市
公
認
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
活
動
な
ど
に
つ

い
て栗

林
鹿
嶋
市
公
認
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー﹁
ナ
ス
カ
ち
ゃ

ん
﹂
に
つ
い
て
︑
活
動
範
囲
と
コ
ス

チ
ュ
ー
ム
の
見
直
し
に
つ
い
て
尋
ね
る
︒

A
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
ア

ピ
ー
ル
に
取
り
組
ん
で
い
る

経
済
振

興
部
長
今
後
行
わ
れ
る
国
体
・
オ
リ

パ
ラ
関
連
の
イ
ベ
ン
ト
の
際

に
も
﹁
ナ
ス
カ
ち
ゃ
ん
﹂
を
活
用
し
た

鹿
嶋
市
の
ア
ピ
ー
ル
を
し
て
い
く
考
え

で
あ
る
︒
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
に
つ
い
て
は
︑

市
の
緑
豊
か
な
自
然
と
海
や
湖
の
恩
恵

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
緑
と
水
色
の
衣
装
を

着
用
し
て
い
る
が
︑
サ
ッ
カ
ー
関
連
の

イ
ベ
ン
ト
の
際
に
は
︑
サ
ポ
ー
タ
ー
の

証
で
あ
る
12
番
の
背
番
号
を
つ
け
た
赤

い
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
用
し
て
い
る
︒
そ
の

他
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
も
内
容
に
応

じ
て
赤
い
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
着
用
機
会
の
増

加
を
検
討
す
る
と
と
も
に
︑
ア
ン
ト

ラ
ー
ズ
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
着
用
に
つ
い

て
も
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
Ｆ
Ｃ
に
相
談
し
︑

対
応
を
検
討
し
て
い
く
︒
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Ｑ
宮
中
賑
わ
い
創
出
事
業
に
関

し
白
紙
と
な
っ
た
歴
史
資
料
館

の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
に

つ
い
て
伺
う

出
頭
白
紙
と
な
っ
た
歴
史
資
料
館

の
維
持
管
理
費
に
つ
い
て

は
︑
人
件
費
や
光
熱
費
を
主
な
経
費
と

し
て
説
明
し
て
い
る
が
︑
減
価
償
却
費
・

修
繕
費
・
大
規
模
改
修
費
・
解
体
費
な

ど
を
含
め
た
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト

の
説
明
は
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
︑
市

民
説
明
に
正
確
性
を
欠
い
て
い
る
の
で

は
な
い
か
︒
そ
こ
で
︑
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
コ
ス
ト
を
加
え
た
正
確
な
維
持
管
理

コ
ス
ト
を
伺
う
︒

A
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
説
明

が
必
要
な
ら
今
後
適
切
に
対
応

政
策
企

画
部
長
歴
史
資
料
館
計
画
は
︑
施
設

の
イ
メ
ー
ジ
が
市
民
に
よ
く

伝
わ
っ
て
い
な
い
と
の
認
識
で
白
紙
と

す
る
判
断
が
な
さ
れ
た
︒
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
コ
ス
ト
と
は
︑
構
造
物
な
ど
の
企

画
設
計
に
始
ま
り
︑
竣
工
︑
運
用
を
経

て
修
繕
︑
耐
用
年
数
の
経
過
に
よ
り
解

体
処
分
ま
で
を
建
物
の
生
涯
と
定
義

し
︑
そ
の
全
期
間
に
要
す
る
費
用
を
意

味
す
る
︒
し
か
し
︑
建
物
等
の
使
用
期

間
が
長
い
ほ
ど
︑
誤
差
が
生
じ
る
可
能

性
が
高
く
な
る
と
い
う
欠
点
も
指
摘
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
市
で
は
こ
れ
ま

で
も
建
設
に
係
る
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト

と
年
間
の
維
持
管
理
に
係
る
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
を
も
っ
て
説
明
を
行
う
こ
と

を
一
般
的
と
し
て
き
た
︒
今
後
︑
白
紙

と
な
っ
た
施
設
整
備
に
つ
い
て
の
意
見

交
換
会
を
予
定
し
て
い
る
の
で
︑
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
に
つ
い
て
の
説
明

が
必
要
と
判
断
さ
れ
れ
ば
適
切
に
対
応

し
て
い
く
︒

Ｑ
宮
中
賑
わ
い
創
出
事
業
に
つ
い

て
は
住
民
投
票
を
や
っ
た
ら
よ
い

の
で
は

出
頭
こ
の
宮
中
賑
わ
い
創
出
事
業

に
つ
い
て
は
︑
住
民
投
票
を

や
っ
た
ら
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う

が
︑
市
の
意
見
を
伺
い
た
い
︒

A
住
民
投
票
に
馴
染
む
内
容
で
は

な
い
と
考
え
る

副
市
長
今
回
の
宮
中
賑
わ
い
創
出
事

業
は
︑
懇
談
会
あ
る
い
は
意

見
交
換
会
等
々
を
き
め
細
や
か
に
行
う

こ
と
に
よ
っ
て
問
題
の
解
決
を
図
っ
て

い
き
た
い
︒
住
民
投
票
の
マ
ル
・
バ
ツ

で
は
︑
市
民
の
皆
様
の
詳
細
な
意
見
を

把
握
で
き
な
い
こ
と
か
ら
︑
住
民
投
票

に
馴
染
む
内
容
で
は
な
い
と
考
え
る
︒

出
しゅっ

頭
とう

  克
かつ

明
あき

 議員
〔発言時間＝ 90 分〕
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菅
すが

谷
や

 　毅
つよし

 議員
〔発言時間＝ 60 分〕

Ｑ
カ
シ
マ
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム

周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
を

菅
谷
過
去
に
カ
シ
マ
サ
ッ
カ
ー
ス

タ
ジ
ア
ム
周
辺
地
区
は
区
画

整
理
事
業
計
画
な
ど
を
検
討
し
た
経
緯

が
あ
る
︒
ス
タ
ジ
ア
ム
駅
か
ら
ス
タ
ジ

ア
ム
周
辺
︑
下
津
・
平
井
海
水
浴
場
に

か
け
て
の
地
域
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
生
か

す
と
同
時
に
︑
ス
タ
ジ
ア
ム
駅
の
旅
客

駅
化
を
進
め
民
間
活
力
に
よ
る
ス
ポ
ー

ツ
と
観
光
を
連
係
さ
せ
た
﹁
ス
ポ
ー
ツ

の
産
業
化
﹂
を
進
め
る
べ
き
と
思
う
が
︑

市
の
見
解
を
伺
う
︒

A
第
３
次
鹿
嶋
市
総
合
計
画
後
期

基
本
計
画
に
位
置
づ
け
た
ス

ポ
ー
ツ
に
よ
る
産
業
の
創
出
を

推
進

政
策
企

画
部
長
後
期
基
本
計
画
に
基
づ
き
︑

ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
ホ
ー
ム
ゲ
ー

ム
や
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
来
訪
者
の

観
光
へ
の
誘
導
や
特
産
品
の
販
売
等
を

行
っ
て
い
る
ほ
か
︑
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
よ
る
ス
ポ
ー

ツ
と
観
光
と
の
連
携
に
よ
る
経
済
の
活

性
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
︒
ス
タ
ジ
ア

ム
周
辺
は
市
街
化
調
整
区
域
で
あ
る
こ

と
か
ら
︑
都
市
的
土
地
利
用
が
制
限
さ

れ
て
い
る
が
︑
事
業
を
展
開
す
る
民
間

企
業
が
現
れ
れ
ば
上
位
計
画
と
の
整
合

を
図
り
積
極
的
な
支
援
に
努
め
た
い
︒

ス
タ
ジ
ア
ム
駅
の
常
時
旅
客
駅
化
は
Ｊ

Ｒ
の
基
準
に
合
わ
な
い
こ
と
か
ら
大
変

難
し
い
と
の
回
答
を
得
て
い
る
が
︑
今

後
も
粘
り
強
く
要
望
活
動
を
継
続
す

る
︒

Ｑ
介
護
施
設
整
備
及
び
保
育
料

等
の
無
償
化
に
つ
い
て

菅
谷
都
市
部
で
は
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
整
備
が

計
画
ど
お
り
進
ん
で
い
な
い
と
の
報
道

が
あ
る
が
︑
鹿
嶋
市
は
計
画
ど
お
り
に

進
ん
で
い
る
の
か
︒
ま
た
来
年
10
月
に

実
施
さ
れ
る
保
育
料
・
幼
児
教
育
無
償

化
の
内
容
と
無
償
化
に
係
る
自
治
体
の

財
政
負
担
に
つ
い
て
伺
う
︒

A
介
護
需
要
増
加
は
地
域
密
着
型

介
護
施
設
等
で
対
応
︑
保
育
料

等
無
償
化
は
来
年
10
月
予
定

健
康
福

祉
部
長
介
護
需
要
増
加
見
込
み
分
は
︑

地
域
密
着
型
介
護
老
人
施
設

29
床
︑
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

18
床
を
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に

盛
り
込
ん
で
い
る
︒
保
育
料
等
無
償
化

は
︑
幼
稚
園
・
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も

園
に
通
う
３
歳
か
ら
５
歳
ま
で
の
す
べ

て
の
こ
ど
も
及
び
住
民
税
非
課
税
世
帯

の
０
歳
か
ら
２
歳
の
園
児
が
無
償
化
の

対
象
と
な
る
︒
実
施
予
定
時
期
は
来
年

10
月
か
ら
︒
民
間
施
設
に
係
る
無
償
化

分
に
よ
る
市
の
財
政
負
担
は
こ
れ
ま
で

同
様
４
分
の
１
と
聞
い
て
い
る
︒
ま
だ

閣
議
決
定
さ
れ
た
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で

で
︑
詳
細
部
分
は
示
さ
れ
て
い
な
い
︒
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Ｑ
小
規
模
農
業
経
営
者
に
対
す

る
支
援
・
育
成
が
欠
け
て
い
る

の
で
は

田
口
鹿
島
開
発
は
﹁
農
工
両
全
﹂︑

﹁
貧
困
か
ら
の
解
放
﹂
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
始
ま
っ
た
︒
農
工
両
全
の

現
況
は
︑
工
業
生
産
高
約
２
兆
円
に
対

し
︑
農
業
産
出
額
は
約
２
０
０
億
円
で

１
０
０
分
の
１
で
あ
る
︒
農
工
両
全
の

集
大
成
と
し
て
市
独
自
の
農
業
改
革
が

求
め
ら
れ
る
が
︑
そ
の
対
策
と
し
て
農

地
保
全
︑
環
境
保
全
対
策
も
含
め
小
規

模
農
家
に
対
す
る
支
援
︑
育
成
が
欠
け

て
い
る
の
で
は
な
い
か
︒
市
の
見
解
を

求
め
る
︒

A
生
産
者
の
実
態
に
合
わ
せ
た
育

成
支
援
に
努
め
る

経
済
振

興
部
長
農
家
の
支
援
策
と
し
て
︑
認

定
農
業
者
制
度
︑
家
族
経
営

協
定
制
度
の
活
用
の
他
︑
転
作
奨
励
補

助
金
︑
水
稲
の
病
害
虫
防
除
に
対
す
る

費
用
負
担
︑
特
別
栽
培
農
産
物
の
生
産

支
援
︑
鹿
嶋
市
産
米
の
消
費
拡
大
を
図

る
地
産
地
消
推
進
事
業
な
ど
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
︒
い
ず
れ
も
営
農
規
模
に

か
か
わ
ら
ず
︑
全
て
の
農
家
が
対
象
と

な
る
︒
今
後
も
農
業
公
社
や
Ｊ
Ａ
と
連

携
し
︑
生
産
者
の
実
態
に
合
わ
せ
た
育

成
支
援
に
努
め
た
い
︒

Ｑ
耕
作
放
棄
地
活
用
対
策
を
含

め
︑
オ
リ
ー
ブ
の
栽
培
を
考
え

て
は
ど
う
か

田
口
オ
リ
ー
ブ
は
植
樹
後
５
年
ほ

ど
で
実
が
な
り
︑
10
ａ
当
た

り
60
万
円
ほ
ど
の
収
入
が
見
込
ま
れ
︑

国
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
も
用
意
さ

れ
て
い
る
︒
手
間
が
か
か
る
の
は
剪
定

作
業
と
６
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
の
毛

虫
対
策
で
あ
る
︒
80

と
い
わ
れ
る
耕

作
放
棄
地
を
活
用
し
︑
家
族
農
業
で
も

可
能
な
オ
リ
ー
ブ
の
栽
培
を
推
進
し
て

は
ど
う
か
と
考
え
る
が
︑
市
の
見
解
を

伺
う
︒

A
提
案
に
つ
い
て
は
気
候
︑
栽
培

条
件
な
ど
を
検
証
し
調
査
研
究

す
る

経
済
振

興
部
長
関
東
近
県
で
も
耕
作
放
棄
地

を
活
用
し
て
︑
オ
リ
ー
ブ
の

栽
培
を
行
っ
て
い
る
事
例
が
あ
る
︒
農

林
水
産
省
も
オ
リ
ー
ブ
栽
培
は
耕
作
地

活
用
︑
６
次
産
業
化
︑
農
業
と
福
祉
︑

観
光
と
の
連
携
な
ど
さ
ま
ざ
ま
々
な
波

及
効
果
が
あ
る
と
し
て
栽
培
に
関
す
る

支
援
策
を
設
定
し
て
い
る
︒
大
変
あ
り

が
た
い
提
案
で
あ
り
︑
今
後
に
お
い
て

気
候
や
条
件
な
ど
︑
本
市
で
の
栽
培
に

適
し
て
い
る
か
ど
う
か
な
ど
を
検
証
す

る
と
と
も
に
︑
他
市
の
取
り
組
み
等
を

参
考
に
し
な
が
ら
︑
対
応
を
検
討
し
て

い
き
た
い
︒

田
た

口
ぐち

 　茂
しげる

 議員
〔発言時間＝ 90 分〕
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Ｑ
本
市
の
Ｓ※

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

樋
口
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
と
推
進
の

必
要
性
を
多
く
の
人
に
理
解

し
て
い
た
だ
く
に
は
︑
自
治
体
が
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
持
っ
て
対
応
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
︒
市
に
お
い
て
も
総
合

計
画
の
項
目
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ど
の
目
標

が
該
当
す
る
か
を
き
ち
ん
と
明
記
す
べ

き
と
考
え
る
が
今
後
の
対
応
を
伺
う
︒

A
第
４
次
鹿
嶋
市
総
合
計
画
の
策

定
に
お
い
て
対
応
し
て
い
く

市
長
現
行
の
第
３
次
鹿
嶋
市
総
合

計
画
後
期
基
本
計
画
で
も
︑

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
の
関
連
は
明
記
さ
れ
て
い

な
い
が
︑
そ
の
理
念
に
合
致
す
る
施
策

は
多
数
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
︒
第
４
次

鹿
嶋
市
総
合
計
画
策
定
の
際
に
は
︑
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
や
考
え
方
を
盛
り
込
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
調
整
し
て
い
く
︒

Ｑ
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
現
状
に
つ
い
て

樋
口
フ
ー
ド
バ
ン
ク
が
ス
タ
ー
ト

し
た
が
︑
利
用
頻
度
や
ど
の

よ
う
な
品
目
が
あ
る
の
か
︒
ま
た
寄
付

の
啓
発
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か

伺
う
︒

A
市
民
へ
の
認
知
度
が
不
十
分
で

あ
る
た
め
広
く
啓
発
活
動
に
努

め
る

市
民
生

活
部
長
利
用
状
況
は
︑
平
成
29
年
が

65
件
︑
平
成
30
年
８
月
ま
で

で
22
件
︒
お
米
や
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
︑

缶
詰
な
ど
の
食
糧
支
援
を
実
施
し
て
い

る
︒
市
民
へ
の
認
知
度
が
十
分
高
ま
っ

て
い
な
い
こ
と
も
あ
る
の
で
︑
鹿
嶋
ま

つ
り
で
﹁
き
ず
な
ボ
ッ
ク
ス
﹂
を
設
置

す
る
ほ
か
︑
広
報
紙
な
ど
を
通
じ
︑
広

く
啓
発
活
動
に
努
め
て
い
く
︒

Ｑ
食
品
ロ
ス
削
減
に
向
け
た
対

策
は

樋
口
我
が
国
お
い
て
︑
本
来
食
べ

ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
廃

棄
さ
れ
る
食
品
ロ
ス
は
年
間
約
６
２
１

万
ト
ン
発
生
し
て
お
り
︑
３
３
９
万
ト

ン
が
食
品
産
業
か
ら
発
生
し
て
い
る
︒

平
成
28
年
︑
平
成
29
年
に
も
食
品
ロ
ス

削
減
に
つ
い
て
質
問
し
て
い
る
が
︑
そ

の
後
の
普
及
啓
発
活
動
の
進
み
方
や
飲

食
店
等
か
ら
ア
ク
シ
ョ
ン
は
あ
る
の
か

伺
う
︒

A
食
品
ロ
ス
削
減
の
普
及
啓
発
活

動
を
実
施

市
民
生

活
部
長
平
成
29
年
に
事
業
者
向
け
の

啓
発
チ
ラ
シ
を
配
布
し
︑
３

０
１
０
運
動
の
周
知
︑
小
盛
り
メ

ニ
ュ
ー
の
提
供
︑
材
料
の
使
い
切
り
な

ど
外
食
に
お
け
る
食
品
ロ
ス
削
減
へ
の

協
力
を
お
願
い
し
て
い
る
︒
ま
た
︑ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
﹁
か
し
ま
﹂
等
に
食

品
ロ
ス
削
減
に
関
す
る
案
内
を
掲
載
す

る
こ
と
や
︑
市
民
・
事
業
者
・
行
政
が

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
主
体
的
に
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
︑
普
及
啓
発
活

動
に
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
︒

▲総合福祉センター
に設置している

　「きずなBOX」

樋
ひ

口
ぐち

  富
ふ

士
じ

男
お

 議員
〔発言時間＝ 60 分〕

※持続可能な開発目標（SDGｓ）とは…2015 年 9 月の国連サミットで採択された持続可能な世界を実現するための国際目標。



2018年 11月 1日
鹿嶋市議会だより19

Ｑ
海
ご
み
の
現
状
と
今
後
の
対

応
は

小
松
﨑
国
際
的
な
海
ご
み
の
調
査
機

関
と
連
携
し
︑
毎
年
９
月
に

海
ご
み
調
査
を
行
っ
て
い
る
が
︑
鹿
嶋

市
の
海
岸
に
漂
流
す
る
ご
み
は
︑
例
年

圧
倒
的
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
破
片
が
多
い

だ
け
で
な
く
︑
海
外
の
漁
船
か
ら
捨
て

ら
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
漁
具
が
あ

る
︒
ま
た
川
か
ら
流
れ
出
る
ご
み
も
多

く
漂
流
し
て
い
る
こ
と
も
推
測
さ
れ
て

い
る
︒
世
界
的
に
も
海
洋
中
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
が
問
題
に
な
っ
て
お
り
︑

海
岸
を
地
域
の
資
産
と
し
て
持
つ
鹿
嶋

市
と
し
て
︑
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
伺
う
︒

A
海
ご
み
問
題
に
つ
い
て
は
深
刻

な
問
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
市
長
例
年
７
月
に
は
︑
海
岸
地
域

の
住
民
を
は
じ
め
鹿
嶋
の
海

岸
を
守
る
会
な
ど
多
く
の
団
体
の
皆
様

か
ら
海
岸
の
美
化
に
ご
協
力
い
た
だ
い

て
い
る
︒
今
後
も
市
民
・
各
種
団
体
・

企
業
の
協
力
を
得
な
が
ら
国
や
県
の
施

策
に
合
わ
せ
︑
海
岸
に
お
け
る
良
好
な

景
観
と
環
境
の
保
全
に
努
め
︑
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
使
用
削
減
や
ご
み
の
適
正
処

理
な
ど
の
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

く
︒

市
民
生

活
部
長
県
か
ら
の
補
助
金
を
活
用
し
︑

市
民
団
体
や
一
般
市
民
の
方

に
よ
り
清
掃
い
た
だ
い
た
海
岸
ご
み
の

回
収
を
行
っ
て
い
る
︒
ま
た
河
川
な
ど

へ
の
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
防
止
の
啓
発
等

を
行
っ
て
い
る
︒
今
後
も
︑
県
や
関
係

市
町
村
と
連
携
し
︑
有
効
な
対
処
方
法

や
取
り
組
み
︑
先
進
的
事
例
を
調
査
研

究
し
な
が
ら
海
岸
の
美
化
に
向
け
て
活

動
を
継
続
し
て
い
く
︒

Ｑ
公
共
施
設
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か

小
松
﨑
市
で
は
︑
昭
和
40
～
50
年
代

に
多
く
の
公
共
施
設
が
建
設

さ
れ
た
︒
そ
れ
ら
の
建
て
か
え
更
新
が

同
じ
よ
う
な
時
期
に
来
る
と
思
う
が
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
︒

A
事
後
保
全
型
か
ら
予
防
保
全
型

の
修
繕
に
切
り
替
え
て
長
寿
命

化
を
図
っ
て
い
く

政
策
企

画
部
長
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

の
個
別
施
設
計
画
で
は
︑
計

画
的
な
予
防
保
全
を
行
い
な
が
ら
長
寿

命
化
を
図
る
施
設
と
し
て
︑
77
施
設
を

選
定
し
て
い
る
︒
こ
の
う
ち
一
部
の
施

設
に
つ
い
て
は
︑
機
械
整
備
も
含
め
て
︑

不
具
合
が
発
生
し
て
か
ら
修
繕
を
行
う

と
い
う
事
後
保
全
型
の
修
繕
と
な
っ
て

お
り
︑
こ
の
サ
イ
ク
ル
で
は
修
繕
費
の

増
大
や
︑
場
合
に
よ
っ
て
は
利
用
者
に

危
険
が
及
ぶ
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら

れ
る
︒
今
般
こ
れ
を
改
め
︑
計
画
に
位

置
づ
け
た
77
施
設
す
べ
て
を
予
防
保
全

型
の
修
繕
に
切
り
か
え
る
た
め
に
︑
速

や
か
に
長
寿
命
化
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立

て
て
い
く
︒

【
こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
】

質
鹿
嶋
の
文
化
財
の
保
存
状
態
に
つ
い
て

質
文
化
資
産
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て

小
こ

松
まつ

﨑
ざき

  敏
とし

紀
のり

 議員
〔発言時間＝ 60 分〕
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Ｑ
防
災
計
画
の
見
直
し
の
視
点

と
そ
の
対
策
は

山
口
全
国
各
地
で
災
害
が
相
次

ぎ
︑
人
の
命
を
守
る
防
災
対

策
の
強
化
が
重
要
で
あ
る
︒
鹿
嶋
市
地

域
防
災
計
画
の
見
直
し
に
当
た
り
︑
外

国
人
旅
行
者
や
女
性
︑
障
が
い
者
ら
に

配
慮
し
た
防
災
対
策
を
盛
り
込
む
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
市
の
見
解
を
伺

う
︒A

被
災
を
最
小
化
す
る
対
策
を

　
　

進
め
る

市
長
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
さ
ま
ざ
ま

な
対
策
を
組
み
合
わ
せ
て
地

域
防
災
計
画
を
定
期
的
に
見
直
し
な
が

ら
︑
災
害
時
の
被
災
を
最
小
化
す
る
対
策

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
︒

市
民
生

活
部
長
外
国
人
旅
行
者
や
女
性
︑
障

が
い
者
等
を
含
め
た
要
配
慮

者
へ
の
対
応
な
ど
も
含
め
︑
鹿
嶋
市
防

災
会
議
に
お
い
て
有
識
者
の
意
見
も
伺

い
な
が
ら
︑
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

を
進
め
て
い
く
︒

Ｑ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
︵
防
災
行
動
計

画
︶
の
進
捗
は

山
口
鬼
怒
川
堤
防
が
決
壊
し
た
常

総
市
は
︑
多
く
の
住
民
が
逃

げ
遅
れ
た
反
省
を
踏
ま
え
︑
逃
げ
遅
れ

ゼ
ロ
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
た
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
を
つ
く
り
︑
全
市
民
へ
の
普
及
を
目

指
し
て
い
る
︒
本
市
で
も
︑
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
の
素
案
を
つ
く
っ
て
い
る
が
︑
進

捗
に
つ
い
て
伺
う
︒

A
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
早
期
に
策
定

し
て
い
く

市
民
生

活
部
長
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
︵
防
災
行
動

計
画
︶
の
策
定
に
つ
い
て
は
︑

市
に
お
け
る
素
案
は
既
に
作
成
し
て
い

る
状
況
で
あ
り
︑
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
機

関
が
参
加
す
る
鹿
嶋
市
防
災
会
議
で
の

審
議
を
経
て
早
期
に
策
定
し
て
い
く
︒

Ｑ
自
主
防
災
組
織
の
活
性
化
を

山
口
自
主
防
災
組
織
の
活
性
化
を

図
る
た
め
防
災
士
の
養
成
と

し
て
︑
県
内
で
も
防
災
士
の
資
格
取
得

費
用
の
支
援
を
３
割
の
自
治
体
が
支
援

し
て
い
る
︒
本
市
で
も
︑
防
災
士
の
育

成
を
図
る
た
め
支
援
す
べ
き
と
考
え

る
︒
ま
た
市
民
の
方
々
が
い
ば
ら
き
防

災
大
学
を
受
講
で
き
る
よ
う
に
本
市
で

の
開
催
を
提
案
す
る
︒

A
い
ば
ら
き
防
災
大
学
の
地
元
開

催
を
積
極
的
に
要
請
し
て
い
く

市
民
生

活
部
長
現
在
本
市
に
は
34
名
の
防
災

士
登
録
が
あ
る
が
︑
資
格
取

得
へ
の
助
成
は
行
っ
て
い
な
い
︒
今
後
︑

地
域
防
災
計
画
へ
位
置
づ
け
る
な
ど
︑

資
格
取
得
へ
の
助
成
を
検
討
し
て
い

く
︒
ま
た
︑
い
ば
ら
き
防
災
大
学
の
受

講
に
つ
い
て
は
︑
開
催
希
望
を
例
年
上

げ
て
い
る
状
況
で
あ
り
︑
今
後
も
引
き

続
き
地
元
開
催
に
向
け
て
積
極
的
に
要

請
し
て
い
く
︒

【
こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
】

質
通
学
路
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
安
全
性
確

保
に
つ
い
て

質
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

山
やま

口
ぐち

  哲
てつ

秀
ひで

 議員
〔発言時間＝ 60 分〕
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Ｑ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
向
け
た

鹿
嶋
市
の
認
識
と
状
況
は

河
津
市
と
し
て
は
︑
来
場
者
に
楽

し
ん
で
も
ら
う
た
め
に
考
え

て
い
る
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ

る
の
か
︒
ま
た
市
民
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
迎
え
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
も
ら
う

た
め
に
は
ど
う
す
る
の
か
︒
そ
し
て
具

体
的
に
残
そ
う
と
す
る
施
設
は
ど
の
よ

う
な
も
の
な
の
か
尋
ね
る
︒

A
市
全
体
で
大
会
を
盛
り
上
げ
る

こ
と
が
大
会
成
功
の
鍵
に
な
る

も
の
と
認
識
し
て
い
る

市
長
本
市
の
魅
力
を
発
信
で
き
る

よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
や
来
訪
者

が
ス
ム
ー
ズ
に
移
動
で
き
る
よ
う
な
環

境
整
備
等
に
加
え
︑
さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
通
じ
た
市
民
・

事
業
者
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
お
も

て
な
し
体
制
の
構
築
等
︑
オ
ー
ル
鹿
嶋

で
大
会
を
盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
大

会
の
成
功
の
鍵
に
な
る
も
の
と
認
識
し

て
い
る
︒

政
策
企

画
部
長
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
機
運
醸
成

の
た
め
の
２
年
前
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
や
各
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

で
構
成
さ
れ
て
い
る
連
絡
協
議
会
の
中

で
︑﹁
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
市
民

が
参
加
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
え

る
﹂
を
テ
ー
マ
に
研
修
会
や
講
座
が
ス

タ
ー
ト
し
て
い
る
︒
こ
れ
ら
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
関
連
の
イ
ベ
ン
ト
や
事
業
を
通

じ
て
可
能
な
限
り
多
く
の
市
民
に
何
ら

か
の
形
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
参
加
し
て

も
ら
い
︑
そ
の
活
動
を
通
じ
て
達
成
感

を
味
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
︑
結
果
と

し
て
一
人
ひ
と
り
の
満
足
感
に
つ
な

が
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
︒
残

そ
う
と
す
る
施
設
に
つ
い
て
は
︑
駅
前

広
場
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
︑
バ
ス
︑
タ

ク
シ
ー
待
合
所
や
通
路
の
屋
根
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
の
整
備
を
検
討
し
て

い
る
︒
ま
た
来
訪
者
の
た
め
の
施
設
と

し
て
︑
多
言
語
に
対
応
し
た
観
光
案
内

サ
イ
ン
な
ど
の
整
備
を
検
討
し
て
い

る
︒

Ｑ
市
と
し
て
国
や
県
に
交
通
渋
滞

の
具
体
的
な
改
善
策
や
要
望

な
ど
し
て
い
る
の
か

河
津
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
向
け

て
︑
国
や
県
に
市
の
交
通
渋

滞
状
況
を
ど
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
の

か
︒
ま
た
そ
の
対
策
の
ア
イ
デ
ア
な
ど

は
出
し
て
い
る
の
か
尋
ね
る
︒

A
道
路
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
渋
滞
緩

和
の
実
現
に
向
け
て
最
善
を
尽

く
し
て
い
る

都
市
整

備
部
長
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
国

へ
の
働
き
か
け
と
県
道
の
整

備
促
進
に
つ
い
て
は
︑
県
知
事
を
は
じ

め
国
交
省
や
地
方
整
備
局
な
ど
に
対
し

国
道
51
号
バ
イ
パ
ス
の
４
車
線
化
の
早

期
整
備
に
つ
い
て
要
望
を
重
ね
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
る
︒
ま
た
︑
新
神
宮
橋
に

つ
い
て
は
︑
本
年
２
月
か
ら
工
事
に
着

手
す
る
な
ど
具
体
的
に
動
き
出
し
て
い

る
状
況
で
あ
る
︒
こ
れ
ら
の
道
路
イ
ン

フ
ラ
整
備
と
渋
滞
緩
和
に
向
け
て
国
や

県
に
対
し
早
期
に
実
現
す
る
よ
う
市
と

し
て
最
善
を
尽
く
し
て
い
る
︒

河
かわ

津
つ

  　亨
とおる

 議員
〔発言時間＝ 30 分〕
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Ｑ
土
日
な
ど
の
休
校
日
に
学
校

を
高
齢
者
や
子
ど
も
た
ち
の
た

ま
り
場
と
し
て
活
用
し
て
は
ど

う
か篠

塚
私
た
ち
は
命
の
大
切
さ
︑
生

き
て
い
る
こ
と
に
感
謝
す
る

心
が
大
切
で
あ
り
︑
私
は
そ
の
こ
と
を

高
齢
者
が
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
︑
将
来

に
希
望
と
夢
を
持
た
せ
る
た
め
の
ま
ち

づ
く
り
が
︑
今
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
︒

そ
こ
で
土
日
な
ど
の
休
校
日
に
学
校
を

活
用
し
︑
高
齢
者
・
子
ど
も
た
ち
の
た

ま
り
場
や
ふ
れ
あ
い
の
場
を
つ
く
っ
て

は
ど
う
か
と
思
う
が
︑
市
の
考
え
を
伺

う
︒A

学
校
教
育
に
支
障
の
な
い
範
囲
で

多
目
的
な
利
活
用
が
で
き
る
よ

う
地
域
の
皆
さ
ん
と
研
究
す
る

教
育
長
学
校
は
子
ど
も
た
ち
の
学
び

舎
で
︑
原
風
景
を
共
有
す
る

心
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ
り
︑
愛
着
の
持

て
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
で
も
あ

る
︒
そ
の
た
め
学
校
教
育
施
設
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
体
育
館
等
は
地
域
に
開
放
し
︑

ま
た
児
童
ク
ラ
ブ
・
放
課
後
こ
ど
も
教

室
事
業
な
ど
多
面
的
に
利
活
用
し
て
い

る
︒
引
き
続
き
学
校
教
育
に
支
障
の
な

い
範
囲
で
多
目
的
な
利
活
用
が
で
き
る

よ
う
地
域
の
皆
さ
ん
と
研
究
し
て
い
き

た
い
︒

Ｑ
国
体
︑
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を

契
機
に
感
謝
の
心
を
育
む
教

育
方
針
を
伺
う

篠
塚
本
市
は
国
体
・
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
を
控
え
て
い
る
︒
こ

の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
を
迎
え
る
に
当
た

り
︑
感
謝
の
心
を
育
む
ソ
フ
ト
面
で
の

教
育
が
必
要
と
思
う
が
︑
市
の
考
え
を

伺
う
︒

A
国
体
・
プ
レ
大
会
で
感
謝
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
や
お
も
て
な
し
料

理
を
用
意

教
育
長
学
校
教
育
に
お
い
て
感
謝
の

心
の
醸
成
は
︑
す
べ
て
の
教

育
活
動
の
基
本
で
あ
る
︒
現
在
小
中
学

校
の
取
り
組
み
と
し
て
︑
お
世
話
に

な
っ
た
人
に
送
る
あ
り
が
と
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
行
っ
て
い
る
︒
国
体
や
プ
レ

大
会
で
は
︑
感
謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
地

元
食
材
を
使
っ
た
お
も
て
な
し
を
用
意

し
て
い
る
︒
国
外
の
方
が
訪
れ
る
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
は
︑
感
謝
の
心
を
育
む
絶
好

の
機
会
と
捉
え
︑
全
て
の
教
育
を
通
し

て
そ
の
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
く
︒

篠
しの

塚
つか

  洋
よう

三
ぞう

 議員
〔発言時間＝ 30 分〕
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Ｑ
西
日
本
豪
雨
災
害
か
ら
学
ぶ
こ

と
は
︒
豪
雨
災
害
に
対
す
る
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
で
き
て
い

る
の
か

立
原
西
日
本
の
豪
雨
災
害
で
は
大

変
な
洪
水
が
発
生
し
︑
多
く

の
方
が
亡
く
な
ら
れ
た
︒
今
年
鹿
嶋
市

も
台
風
が
２
度
直
撃
す
る
危
険
に
見
舞

わ
れ
た
が
︑
微
妙
に
そ
れ
た
か
ら
よ

か
っ
た
と
は
言
っ
て
い
ら
れ
な
い
︒
西

日
本
豪
雨
か
ら
学
ぶ
べ
き
は
何
か
を
考

え
た
と
き
︑
極
端
な
例
で
は
あ
る
が
︑

鹿
嶋
市
に
お
い
て
時
間
１
０
０
ミ
リ
連

続
降
雨
が
起
き
た
場
合
の
危
険
性
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
伺

う
︒

A
危
険
個
所
の
災
害
対
策
を
再
確

認
す
る
よ
う
指
示

市
長
西
日
本
災
害
豪
雨
に
関
し
︑

市
で
は
家
屋
被
害
認
定
調
査

支
援
と
し
て
広
島
県
に
職
員
１
名
を
派

遣
し
︑
業
務
支
援
と
現
地
被
害
の
状
況

報
告
を
受
け
た
︒
本
市
に
お
い
て
も
北

浦
沿
岸
や
急
傾
斜
地
な
ど
危
険
個
所
に

お
け
る
災
害
対
策
の
再
確
認
を
行
う
よ

う
指
示
し
た
︒
今
後
は
︑
想
定
を
超
え

る
豪
雨
が
非
常
に
身
近
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
と
い
う
危
機
感
を
持
っ
て
︑

防
災
力
の
強
化
に
努
め
た
い
︒

Ｑ
介
護
問
題
と
も
関
係
す
る
地
域

福
祉
推
進
委
員
の
役
割
の
拡

大
は
で
き
な
い
か

立
原
介
護
保
険
に
関
す
る
問
題
で

も
あ
る
が
︑
地
域
福
祉
推
進

委
員
は
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
と

再
認
識
し
た
︒
私
の
知
人
の
高
齢
者
も

地
域
福
祉
推
進
委
員
の
支
援
で
︑
福
祉

サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
が
っ
た
方
が
何
人
か

い
る
︒
地
域
福
祉
推
進
委
員
の
役
割
を

さ
ら
に
拡
大
し
︑
強
め
る
こ
と
が
で
き

な
い
の
か
伺
う
︒

A
現
時
点
で
︑
業
務
範
囲
の
拡
大

の
考
え
は
な
い

健
康
福

祉
部
長
社
会
福
祉
協
議
会
の
非
常
勤

職
員
で
あ
る
地
域
福
祉
推
進

委
員
は
︑
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
世
帯
を

訪
問
し
見
守
り
活
動
を
行
う
と
と
も
に
︑

援
護
が
必
要
で
あ
れ
ば
︵
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
︶
関
係
機
関
に
情

報
を
提
供
し
適
切
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に

つ
な
げ
る
鹿
嶋
市
独
自
の
制
度
で
あ
る
︒

業
務
範
囲
の
拡
大
に
つ
い
て
は
高
齢
者

の
増
加
︑
人
材
確
保
︑
職
種
の
専
門
性

な
ど
簡
単
に
判
断
で
き
か
ね
る
問
題
が

多
い
こ
と
か
ら
︑
現
時
点
で
は
考
え
て

い
な
い
︒
し
か
し
︑
増
加
す
る
高
齢
者

の
支
援
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
︑
市

と
社
会
福
祉
協
議
会
に
そ
れ
ぞ
れ
生
活

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
︑

地
域
の
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
を
進

め
て
お
り
︑
関
係
者
・
関
係
機
関
と
適

切
な
支
援
に
努
め
て
い
く
︒

立
たち

原
はら

  弘
ひろ

一
いち

 議員
〔発言時間＝ 90 分〕



議 会 Ｔ ＣＯ Ｐ Ｉ Ｓ 清真学園高校との
意見交換会を開催

　鹿嶋市議会では、高校生に市政や市議会につい
て関心を持ってもらおうと、10月 9日、高校生と
の意見交換会を開催しました。清真学園高校の２
年生約 80人が参加し、「オリンピック開催を契機
とする『まちづくり』」をテーマに語り合いました。
　生徒の１人は「観客を迎えるに当たり公共交通
のさらなる整備が必要。市内
の交通渋滞の緩和につながる」
など、要望を次々と挙げてく
れました。
　若い人のアイデアや思い
きった発想が、少しでも議会

運営に反映できるよう、市議会議員一丸となって
がんばっていきたいと思います。

＜広報広聴委員会＞

鹿嶋市議会だより　　　　　　No.94（平成 30 年 11 月１日発行）
■発行人　議長　池田　芳範　　■編　集　鹿嶋市議会広報広聴委員会
■発　行　茨城県鹿嶋市議会　　〒 314-8655　茨城県鹿嶋市平井 1187 番地１　電話：0299-82-2911（代）

委
員
長　
　

小　

池　

み
よ
子

副
委
員
長　
　

樋　

口　

富
士
男

委　
　

員　
　

河　

津　

 　
　
亨

委　
　

員　
　

栗　

林　

京　

子

委　
　

員　
　

菅　

谷　
　

 　
毅

委　
　

員　
　

川　

井　

宏　

子

委　
　

員　
　

小
松
﨑　

敏　

紀

委　
　

員　
　

笹　

沼　

康　

弘

24
鹿嶋市議会だより　　　　　　No.94鹿嶋市議会だより　　　　　　No.94

10/9火

参加してくれた生徒さんたちと記念撮影
政策について
熱く語る生徒

─鹿嶋っ子の夢、　応援しています─
きかせて！あなたの夢

　
　
　
　
　
　
小
池　
み
よ
子

　
夏
の
最
中
に
鉢
形
ジ
ュ
ニ
ア
新
体

操
ク
ラ
ブ
の
取
材
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
背
筋
を
ピ
ン
と
伸
ば
し
て
ス
ッ

ス
ッ
と
歩
く
姿
に
は
、
練
習
の
成
果

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
小
さ
い

こ
ろ
に
身
に
つ
い
た
姿
勢
は
、
そ
の

お
子
様
の
大
き
な
財
産
と
な
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
練
習
を
見
学
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
さ
わ
や
か
な
風
が
吹
き
抜

け
た
ひ
と
時
で
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
新
体
操
選
手
が
出
る
と
良
い
な
。

編
集
後
記

議会報告会を
開催します！

◆ 鹿島地区 10:00 ～ 12:00
　　（鹿嶋市役所 ３階会議室）
◆ 大野地区 14:00 ～ 16:00
　　（大野ふれあいセンター ２階会議室）

日にち：11 月 25 日（日）

大
同
西
小
学
校
６
年

　
　
滝た

き
　
丹あ

か
里り

さ
ん
　

　

私
の
夢
は
︑
サ
メ
の
飼
育

量
が
日
本
一
で
あ
る
大
洗
ア

ク
ア
ワ
ー
ル
ド
の
サ
メ
の
飼

育
員
に
な
る
こ
と
で
す
︒

　

サ
メ
の
飼
育
員
に
な
り
た

い
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
︑

幼
い
こ
ろ
か
ら
︑
家
族
で
水

族
館
に
よ
く
行
っ
て
い
た
こ

と
や
２
年
前
に
下
津
・
平
井

海
岸
に
︑
サ
メ
が
出
た
こ
と

を
ニ
ュ
ー
ス
で
知
り
︑
サ
メ

に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
︒

　

そ
し
て
︑
夏
休
み
の
自
由

研
究
で
は
︑﹁
サ
メ
の
歯
と

食
べ
物
﹂︑﹁
サ
メ
の
生
息
区

域
と
水
深
﹂
に
つ
い
て
研
究

を
し
ま
し
た
︒

　

そ
の
他
に
も
い
ろ
い
ろ
な

魚
に
つ
い
て
も
詳
し
く
な
り

た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
︑

今
は
︑そ
の
夢
に
向
か
っ
て
︑

水
産
大
学
に
入
れ
る
よ
う
に

勉
強
を
が
ん
ば
っ
て
い
き
た

い
で
す
︒

　
姿
勢
が
よ
く
、
背
筋
が
ピ
ン

と
伸
び
た
丹
里
さ
ん
、
希
望
に

満
ち
た
笑
顔
が
頼
も
し
く
、「
鹿

嶋
の
宝
」
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

（
栗
林
・
笹
沼
）


